
第８学年３組 英語科 学習指導案 

 
日 時 令和７年10月31日（金） 
授業者 二瀬 真子 

 
１ 単 元 名  アメリカの中学生に住んでいるまちや地域の魅力、体験してほしいことを伝えよう 

～比較表現～ 

NEW CROWN English series 2  Lesson 6 Friends from Singapore  

 

２ 単元の目標 

私のまちや地域の魅力、体験してほしいことをアメリカの中学生（シアトルの生徒）に伝える

ために、その場所をすすめる理由や詳しい情報について、事実、自分の経験や考え、気持ちなど

を整理し、簡単な語句や文を用いてまとまりのある内容を話すことができる。 

 

３ 関連する学習指導要領における領域別目標 

話すこと[発表] 

イ 日常的な話題について、事実や自分の考え、気持ちなどを整理し、簡単 

な語句や文を用いてまとまりのある内容を話すことができるようにす

る。 

 

４ 単元の評価規準（話すことの評価規準） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〔知識〕 

比較表現の特徴やきまりに関す

る事項を理解している。 

〔技能〕 

事実や自分の考え、気持ちを比

較表現などを用いて話す技能を

身に付けている。 

私のまちや地域の魅力、体験し

てほしいことを伝えるために、

その場所をすすめる理由や詳し

い情報について、事実や自分の

経験、考え、気持ちなどを整理

し、などを簡単な語句や文を用

いてまとまりのある内容を話し

ている。 

私のまちや地域の魅力、体験し

てほしいことを伝えるために、

その場所をすすめる理由や詳し

い情報について、事実や自分の

経験、考え、気持ちなどを整理

し、簡単な語句や文を用いて、

まとまりのある内容を話そうと

している。 

 

５ 本時の主張    

自立した学び手の育成のために、本校英語科では、子どもの多様な学びに対応できるように、一

つの学習に対して複数の学び方のオプションを用意する支援を行っている。本時では、話す活動の

際に、話し合いの助けとなるヒントカードを子どものタブレット型端末に配信している。自分で学

び方を選択し、学習を進めることで、学びを深めるとともに、意欲的に学習に取り組もうとする態

度にもつながると考える。 

   また、探究的な深い学びとするために、言語活動にはできるだけオーセンティックで必然性のあ

る目的・場面・状況を設定するようにしている。そこで、本単元のゴールを「本校と毎年交流して

いるシアトルの子どもに、私のまちや地域の魅力・体験してほしいことについて動画で伝えよう」

と定めた。子どもたちは紹介したい場所や魅力を、どのような内容で、どのように伝えればいいか

考えることで、より意欲的に言語活動に取り組むとともに、学習内容への理解も深めていくことが

できると考えられる。本時に至るまで、目的・場面・状況のある小さな言語活動をくり返しながら、

単元ゴールを意識し、学習に取り組んでいる。 

      なお、本単元はLesson 6 であるが、Lesson 5、 Project 2 と関連付けた単元ゴールを設定した。

Lesson 5 からProject 2 を通じて、日常的な話題について、英語で自分の考えや気持ちをやり取り

の中で伝え合い、それを基に自分のまちや地域の魅力・体験してほしいことについてまとまりのあ

る英文で話すことができる力を育成することをねらいとしている。以下は複数のLessonを通して設

定した単元ゴールまでの、学習のイメージである。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 指導と評価の計画 

時
間 ねらい（■）、言語活動等（丸数字） 知 思 態 備考 

１ 

■単元の目標について理解する。 

■島根の魅力について大きさや人気などを比較しながら伝え合う。 

①教師のモデルトークを聞いて、話された内容を考えたり、教師とやり取りをした 

りする。 

②「どっちが大きい？ 〇〇 or △△」について、クラスメイトと伝え合う。 

③ - er than、 more - thanの構造と意味を確認する。 

  

 ・自分の考え等を 

伝える際は、語 

句ではなくでき 

るだけ文で伝え 

る。 

・毎時間、フォー

ムによるふりか

えりを行い、見

取れなかった間

違いや質問に答

えるとともに、

理解度を確認

し、次時に生か

す。 

２ 

■島根の魅力について、大きさや人気などを比較しながら伝え合い、深まった内容

をまとまりのある文章で話す。 

①教師のモデルトークを聞いて、話された内容を考える。 

②「どれが一番〇〇？」について、クラスメイトと伝え合う。 

③ 伝え合った内容をもとに、島根の魅力についてまとまりのある文章で話す。 

④ the est – of/in 、 the most - / of /in の構造と意味を確認する。 

   

３ 

■教科書本文内容を捉え、その内容について伝え合う。 
①教科書p.70の会話を聞いて、- er than、the - est of/in の構造と意味を理解 

する。 
②教科書本文p.71を読み内容を理解する。 
③教科書の内容をもとに、日本とシンガポールの違いなどをクラスメイトと伝え合 

う。  

   

４ 

■教科書本文の内容を捉え、来年度シアトル生と活動する内容について伝え合う。 
①教科書p.72の会話を聞いて、more - than、the most – of/in の構造と意味を理

解する。 
②教科書本文p.73を読み内容を理解する。 
③来年シアトル生と活動するなら何がいいかを理由とともにペアで伝え合う。  

   

５ 

■島根の魅力について、大きさや人気などを比較しながら伝え合い、深まった内容

をまとまりのある文章で話す。 

①教師のモデルトークを聞いて、話された内容を考える。 

②「どっちも同じ？ 〇〇と△△」について、クラスメイトとペアで伝え合う。 

   

知識及び技能 

自分の考えたこと

や感じたこと、そ

の理由などを、学

習してきた文を正

しく用いて話した

り書いたりする。 

思考力，判断力，表現力等 

Lesson 5：オーストラリアの文化や歴史についての英語の対話文やツアー

の案内を読み、ペアで考えたことなどを伝え合う。また、お気に入りのも

のや好きな日本の食べ物・文化体験を伝え合う。 

Lesson 6：シンガポールの文化や歴史、日本の文化活動についての英語の

対話文を読んだり、シンガポールと日本の違いについてのメールを読んだ

りして、ペアで考えたことなどを伝え合う。また、自分の好きな島根の場

所やおすすめの場所を紹介したりする。 

Project 2：日本で人気のものを調べ、考えたことなどを書く。 

シアトルの生徒に、私のまちや地域の魅力・体験してほしいことについてまとまりのある英語で発表

する。 
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③伝え合った内容をもとに、島根の魅力についてまとまりのある文章で話す。 

④as – as の構造と意味を確認する。 

６ 

■島根の魅力について、大きさや人気などを比較しながら伝え合い、深まった内容

をまとまりのある文章で話す。 

①教師のモデルトークを聞いて、話された内容を考える。 

②「どっちが好き？どれが一番好き？」について、クラスメイトと伝え合う。 

③伝え合った内容をもとに、島根の魅力についてまとまりのある文章を話す。 

④like – better than ～、 like – the best の構造と意味を確認する。 

  

 

７ 
本

時 

■「私のおすすめスポット/体験」について紹介する。 
①ALTの動画や教師のモデルトークで話された内容をもとに、自分のおすすめスポ 

ット/体験について考える。 

②「私の好きな島根のスポットや体験」を、クラスメイトに話し、紹介する。 

③話した内容をもとに、おすすめの場所を紹介する文を書く。 

   

８ 

■教科書本文の内容を捉え、来年度シアトル生と活動する内容について自分の考え

を 

伝える。 
①教科書p.74の対話文を読み、比較表現の構造と意味を理解する。 
②教科書本文p.75を読み、内容を理解する。 
③年シアトル生に折り紙を教えるなら何がいいかをペアで伝え合う。 

    

９ 

10 

■アンケート調査を行い、島根のおすすめ〇〇ランキングを作る。 

①海外の人が好きそうなテーマを１つ選び、クラスで人気調査を行う。 

②①の結果を、イラストや写真を用い、自分の考えを加えながら簡単な語句や文で 

まとめる。 

    

11 
～ 
13 

■アメリカの中学生に住んでいるまちや地域の魅力、体験してほしいことを伝え 

る。 
①「私のまちや地域の魅力、体験してほしいこと」について、今までの学習を振り 

 返りながら、考えを整理し、構成を考える。 

②①をもとに、紹介する文を書く。また、写真やイラスト、動画を準備する。 
③紹介動画を撮影しピア・フィードバック等によりブラッシュアップを行う。 
④完成した動画をオンライン掲示板にUPする。（※パフォーマンステスト） 

 発 発  

 

７ 本時の学習（７/13時間） 
(1) 目標 自分がすすめる島根の場所や体験についてまとまりよく話すことができる。 

（思考力・判断力・表現力等） 
(2) 展開    

主な学習場面と子どもの取組 目指す姿と取り組みを支える手立て 

1.Greetings 
 ①本時の流れの確認 
 ②本時の目標確認 

 
2.Warm Up 
  ①比較表現の単語チェック 

 
 ②Small Talk 

（like - better than ～、 like – the best） 
 

 

 

 

 
・タブレットに①②を事前に配信するとともに黒 

板に明記し、いつでも確認できるようにする。 

 
 
・子どもが自分に合った方法で学習できるオプシ 

 ョンを選択する。 
 

・対話に困っている子どものために、ポイントを 

モニターに映す。また、タブレットに以前配信さ 

れた資料を参考にするよう伝える。 
 
 

 

「私のおすすめスポット/体験 in 島根」を紹介しよう。 
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(3) 評価（見届けの視点） 

※本時は記録に残す評価は行わないが、ねらいに即して子どもの活動の状況を次のように見取り、指導に生か 

す。 

3.Introduction 
  ①ALTのビデオを見る。 
 ②本時の目標を再確認する。 
 ③内容を全体で確認し、共有する。 

 ④教師のモデルを聞き、より伝わるためにはど 

  うすればいいか考える。 

  ・話す順番 

  ・内容・具体性・どんなことを伝えるか 

   （おすすめの理由やどうやって行くかなど） 

  

4.Small Presentation（ピア・フィードバック） 
  ①自分のおすすめスポットを考える。 

②おすすめスポットを子ども同士（ペア）で紹 

 介し合う。 

 ③よかったところや、さらに工夫したほうがよ 

いところなどを伝え合う。 

※ペアをかえて数回実施する。 

  ・どんなことができるの？ 

  ・値段とかもあったらいいかも。 

  ・好きな気持ちが伝わるね。 

  ・比べてくれていたからわかりやすかった。 

  ・自分の体験を入れてもいいかも。 

  

 

 

 

 

 

5.ALTの先生に、「私のおすすめスポット/体験 in  

島根」について説明する文を書く。 

・話した内容をもとに、ALTの先生に自分がおすす 

 めしたいスポットを紹介する文を書く。 

 

 

6.ふりかえり 

 ・今回はできるだけ文章で相手に伝えるという

ことを意識しました。今までは単語だけで相

手に伝えていましたが今回は文章をできるだ

けたくさん使うようにしました。 

・文章にまとまりがなく、相手にとってわかり

にくかったのではないかなと思っています。

だから、次回は順序立ててまとまりのある文

章で紹介できるように練習したいです。 

・いつもは時間が余ったり英語での言い方がわ

からなくなったりすると黙ってしまうけど、

今回はわからない部分は聞いたり、ジェスチ

ャーなどを用いて表したりすることができま

した。これからもそれを続けていきたいで

す。 

・視覚支援やキーワードを用い、ALTや教師が話す 

内容を理解しやすくする。 

 

・子どもと教師のやり取りの中で、話す順番や内 

 容を全体で共有・検討し、各自が何をどのよう 

 に話すかを具体的にイメージできるようにす 

る。 

            
・自分でおすすめスポットや体験を決められない 

子どもには、ワークシートの例の中から好きな 

ものを選ぶように促す。 

・どものよかった紹介方法や内容を全体で共有 

し、困っている子どもの一助とする。 

・何を聞いていいか、話していいか困っている 

子どもがいれば、ヒントを与えたり、一緒に考 

えたりする。 
・必要であればタブレットに配信された表現など 

も参考にするよう伝える。 

・必要な子どもは、キーワードをノートやドキュ 

 メントにメモしたり、思考ツールを使用したり 

 して、話す内容を整理しやすくする。 

 

 

 

 

 

・自分に合った書き方ができるように複数種類の

ワークシートを準備する。また、タブレットへの

打ち込みも可とする。 

 

 
 

 

・できたこと、次回に生かすこと、質問などをフ 

ォームに入力するよう指示する。 

 

 
 

見届けの視点（思考・判断・表現） 
自分がすすめる島根の場所や体験についてまと
まりよく話している。 
【評価方法：観察，ワークシート】 



 

十分満足できると判断される 

状況 
概ね満足できると判断される状況 支援を要する状況への手立て 

自分がおすすめの場所や体験を

他の場所や体験を比較するなど

して具体的な理由とともにまと

まりよく話している。 

自分がおすすめする場所や体験を 

まとまりよく話している。 

 

・タブレットの資料（ヒント

や文法のまとめ）を参考に

するように伝えたり、対話

例をもとに助言したりす

る。 

・多かった誤りがあれば、次 

時に全体で共有する。 
例：  

I like Hinomisaki Lighthouse.  

It is 122 years old and it’s  

taller than Mihonoseki  

Lighthouse. The view from the 

top is very beautiful. You can 

buy souvenirs and enjoy  

many kinds of soft serve ice cr

eam. I like this place the best. 

You can enjoy the place. 

例： 

I like Hinomisaki Lighthouse.  

*The view from the top very 

beautiful.  I like this place the  

best. You can enjoy the place. 

 

*文法的に不十分な部分があって

も内容が伝われば概ね満足とす

る。 

 

※記録に残す評価は、パフォーマンステスト（スピーチテスト〔発表〕）を行って実施する。 

 


